
　

造
林
保
育
作
業
の
省
力
化
、
低
コ
ス
ト
化
を
実
現

す
る
手
法
と
し
て
、「
植
栽
す
る
苗
木
の
本
数
を
減

ら
す
（
低
密
度
植
栽
）」、「
大
型
の
苗
木
を
植
栽
し

て
雑
草
と
の
競
争
を
有
利
に
展
開
す
る
（
大
苗
植

栽
）」
の
二
つ
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
低
密
度
植
栽
と

は
１
５
０
０
本
／
ha
以
下
の
植
栽
密
度
、
大
苗
と
は

高
さ
80
㎝
以
上
の
苗
木
と
考
え
て
良
い
で
し
ょ
う
。

両
者
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
苗
木
代
・
下
刈
り

回
数
の
削
減
、
保
育
間
伐
の
回
数
軽
減
が
期
待
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
二
つ
の
手
法
が
も
た
ら
す

リ
ス
ク
や
デ
メ
リ
ッ
ト
も
考
え
ね
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　
表
1
に
、
こ
れ
ま
で
通
り
の
良
質
丸
太
材
生
産
を

前
提
に
し
た
時
の
、
低
密
度
植
栽
・
大
苗
植
栽
の
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
を
整
理
し
ま
し
た
。
今
後
、

例
え
ば
、
地
利
の
よ
い
場
所
で
Ｂ
材
以
下
を
生
産
目

標
と
す
る
場
合
に
は
、
表
に
あ
げ
た
よ
う
な
低
密
度

植
栽
に
よ
る
デ
メ
リ
ッ
ト
は
少
な
く
な
り
、
メ
リ
ッ

ト
の
方
が
大
き
く
な
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
大
苗
植
栽

に
お
い
て
も
、
機
械
に
よ
る
植
穴
作
成
な
ど
が
で
き

れ
ば
、
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
挙
げ
た
植
栽
経
費
は
下

が
り
ま
す
。

植
物
生
態
研
究
領
域　

チ
ー
ム
長　

宇
都
木 

玄

写真１　カラマツ大苗の1500本/ha植栽

低
密
度
植
栽
と
大
苗
植
栽
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北
海
道
で
は
、
カ
ラ
マ
ツ
に
つ
い
て
の
低
密
度
・

大
苗
植
栽
試
験
が
進
展
し
て
い
ま
す
（
写
真
1
）。

カ
ラ
マ
ツ
で
は
強
度
間
伐
に
よ
り
肥
大
成
長
が
促
進

さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
成
熟
材
の
形
成
に
伴
い
、
丸

太
の
ヤ
ン
グ
率
低
下
が
な
い
こ
と
が
分
か
っ
て
お
り
、

低
密
度
植
栽
に
よ
る
強
度
の
低
下
と
い
う
デ
メ
リ
ッ

ト
は
考
え
な
く
て
よ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
カ
ラ
マ

ツ
の
主
要
用
途
で
あ
る
梱
包
材
や
合
板
に
適
し
た
径

級
の
丸
太
生
産
性
が
向
上
す
る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
将
来
の
高
性
能
林
業
機
械
に

よ
る
伐
採
に
対
応
し
た
低
コ
ス
ト
作
業
手
法
が
提
案

さ
れ
て
い
ま
す
（
図
１
）。

　
地
利
の
良
い
道
沿
い
の
林
地
の
場
合
、
カ
ラ
マ
ツ

大
苗
植
栽
時
間
は
普
通
苗
の
1.3
倍
程
度
で
あ
り
、
低

密
度
植
栽
と
の
組
み
合
わ
せ
で
、
造
林
経
費
が
約
30

％
削
減
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
（
表
2
）。
た

だ
し
、
山
の
上
部
や
尾
根
沿
い
な
ど
の
風
衝
地
で
は
、

大
苗
に
対
す
る
風
害
リ
ス
ク
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
低
密
度
植
栽
と
高
密
度
植
栽
、
普
通
苗
植
栽
と
大

苗
植
栽
は
、
対
立
す
る
植
栽
手
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

目
標
と
す
る
森
林
の
姿
に
対
し
て
最
適
な
植
栽
密
度

や
個
体
サ
イ
ズ
が
存
在
し
ま
す
。
地
域
に
応
じ
た
適

切
な
施
業
を
選
択
で
き
る
よ
う
、
個
別
技
術
の
基
礎

デ
ー
タ
の
拡
充
と
、
技
術
の
組
み
合
わ
せ
方
の
開
発

（
シ
ス
テ
ム
化
）
が
重
要
な
課
題
で
す
。

表１　低密度植栽と大苗植栽における、メリットとデメリット表２　 北海道のカラマツにおける「普通苗＋通常密度植栽」と「大苗＋
低密度植栽」の造林作業コストの比較

図１　 北海道のカラマツにおける将来の高性能林業機械の伐採を考慮した植栽
仕様

植栽初期

１回目間伐

２回目以降

種類
カラマツ2号苗（普通苗）
2,500本/ha（通常密度）

カラマツ大苗
1,500本/ha（低密度）

苗木
17万円/ha

（69.8×2,500本/ha）
18万円/ha

（120×1,500本/ha）

植付
11万円/ha

（普通苗2,800本/ha以下の場合）
10.4万円/ha

（普通苗1,800本/ha以下の場合）×1.3

下刈り
19.4万円/ha

年2回を1年間、年1回を2年間
（8.8万円[2回刈り]+5.3万円[1回刈り]×2）

5万円/ha
年1回を1年間

（5.3万円[1回刈り]×1）

合計 47.4万円/ha 33.4万円/ha

29.5％減

（各単価は、平成24年度北海道標準単価表より計算）
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